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１．取組の対象組織・活動
作成日 2018/8/1

作成者 久保　一樹

□組織の概要
（１）名称及び代表者

株式会社橘一吉工務店
代表取締役社長　橘伸太郎

（２）所在地
本社 　　香川県高松市花園町２丁目２番５号
資材倉庫　　香川県高松市川島東町４８２

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境管理責任者　　　小西宏
担当者　　久保一樹　　
ＴＥＬ：０８７－８６１－５４７０
FAX：０８７－８６１－７９８７
MAIL:tatibana@beach.ocn.ne.jp
HP:http://www.tachibanakk.jp

（４）事業内容
建築工事業
土木工事業
不動産業

（５）事業の規模
創業　
資本金 ２０００万円
売上高 ９９０百万円（２０１７年度）
工事等の件数 ２９０件

本社 資材倉庫
従業員　　　　　 １３名 無人

256.14㎡ 597.55㎡

（６）事業年度
７月～６月

□認証・登録の対象範囲
登録事業所 本社

資材倉庫

事業活動 建築工事業
土木工事業
不動産業

□次回レポート発行日
201９年８月予定

1946年2月1日

延べ床面積　　　
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2．実施体制図及び役割・責任・権限表
EA-０６(00) 作成日

株式会社 橘一吉工務店　実施体制図 作成者

*事務所

*建設現場

2018/8/1

久保　一樹

代表取締役

橘　伸太郎

環境管理責任者 部長（連絡担当者）

小西　宏 久保　一樹

工事課 工事支援課
資材倉庫

近藤　雅之 長尾　真由美

現場責任者

長尾　昭広

下請等の協力会社 従業員

役割・責任・権限

代表取締役

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な、人、設備、費用、時間を準備

・環境管理責任者を任命

・環境方針の策定、見直し及び全従業員への周知

・全従業員に対する教育・訓練の実施

・環境目標、環境活動計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境活動レポートを確認し、承認

・環境関連法規等取りまとめ表の承認

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境目標、環境活動計画書を作成

・環境活動の取り組み結果を代表者に報告

・環境活動レポートの作成

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

全従業員
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動へ参加

部
門
長

工事支援課

・環境管理責任者の補佐

・環境負荷の自己チェック及び、環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境目標、環境活動計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の特定された緊急事態への対応マニュアル作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

工事課
・自部門に関連する環境活動計画の実地及び達成状況の報告

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
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3．環境方針

基本理念
株式会社橘一吉工務店は、環境保全活動の重要性を理解し、

安心な住環境を提供すると共に、環境負荷の低減を図るため、

本業である建築工事業を通じて、地球温暖化問題への取り組みや

地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。

行動指針

１ ．

２ ．

３ ．

４ ．

５ ．

６ ．地域での環境活動の実施

７ ．

環境方針は、全ての従業員及び下請の協力会社様に周知し、環境活動レポートを
広く一般に公開します。

制定日： 2013/6/13

代表取締役社長　　橘　伸太郎

廃棄物の削減及びリサイクルの推進

株式会社　橘一吉工務店

環 境 方 針

電力・燃料に伴う二酸化炭素排出量の削減

水使用量の削減

事務用品のグリーン購入の推進

環境に配慮した工事の推進

環境関連法規・条例・規則や当社が約束したことを遵守します。
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4．環境目的・目標

【中・長期目的・目標】

目　　　標

単位 基準値 ２０１６年（－１％） ２０１７年（－２％） ２０１８年（－３％）

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 32,015 31,695 31,375 31,055

産業廃棄物排出量の削減 kg 27,227 26,955 26,682 26,410

一般廃棄物排出量の削減 kg 676 669 663 656

水総使用量の削減 m3 244 241 239 236

グリーン購買の推進　 品目 35 36 37 38

組織本来の取組①　＊２ 件 2 3 4 5

組織本来の取組②　＊２ 件 2 3 4 5

組織本来の取組③　＊２ 実施率　％ 100 100 100 100

組織本来の取組④　＊２ 実施率　％ 100 100 100 100

＊環境目標値は、基準値比削減とする。
＊建設業は原単位が適切であるが、今回は、実数にて記載。
＊基準値は２０１３年度～２０１５年度の平均値とした。
＊１．電力のＣＯ2 発生量については、
　　　四国電力の調整排出係数０．６６９（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用した。
　　　（四国電力発表平成２７年度実績に基づく）

＊２．組織本来の取組
　　　　　①環境負荷の少ない環境配慮工法の提案をする。
　　　　　②作業の効率化を図るため、着手前に施工検討会を実施する。
　　　　　③事務所周辺の道路等の清掃活動を毎月１回実施する。
　　　　　④清掃ボランティアへの参加（年１回）

【短期目的・目標】

○取組期間　２０１７年　７月　～　２０１８年　６月

目的 単位 基準値 ２０１７年（－２％）

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 32,015 31,375

産業廃棄物排出量の削減 kg 27,227 26,682

一般廃棄物排出量の削減 kg 676 663

水総使用量の削減 m3 244 239

グリーン購買の推進 品目 35 37

組織本来の取組①　＊２ 件 2 4

組織本来の取組②　＊２ 件 2 4

組織本来の取組③　＊２ 実施率　％ 100 100

組織本来の取組④　＊２ 実施率　％ 100 100

＊環境目標値は、基準値比削減とする。
＊建設業は原単位が適切であるが、今回は、実数にて記載。
＊基準値は２０１３年度～２０１５年度の平均値とした。
＊１．電力のＣＯ2 発生量については、
　　　四国電力の調整排出係数０．６６９（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用した。
　　　（四国電力発表平成２７年度実績に基づく）

＊２．組織本来の取組
　　　　　①環境負荷の少ない環境配慮工法の提案をする。
　　　　　②作業の効率化を図るため、着手前に施工検討会を実施する。
　　　　　③事務所周辺の道路等の清掃活動を毎月１回実施する。
　　　　　④清掃ボランティアへの参加（年１回）

作成日：２０１６年７月１日

目的

作成日：２０１６年７月１日
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５．環境目標の実績
【短期目標実績結果と評価】

○取組期間　２０１７年　７月　～　２０１８年　６月

目的 単位 基準値 目標（－２％） 実績 削減率/達成率 評価

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 32,015 31,375 50,643 ６１．４％増 ×

産業廃棄物排出量の削減 kg 27,227 26,682 58,698 １２０．０％増 ×

一般廃棄物排出量の削減 kg 676 663 569 １４．２％減 ○

水総使用量の削減 m3 244 239 310 ２９．７％増 ×

グリーン購買の推進　 品目 35 37 39  １０５％ ○

組織本来の取組① ＊２ 件 2 4 4 １００％ ○

組織本来の取組② ＊２ 件 2 4 4 １００％ ○

組織本来の取組③ ＊２ 実施率　％ 100 100 100 １００％ ○

組織本来の取組④ ＊２ 実施率　％ 100 100 100 １００％ ○

＊建設業は原単位が適切であるが、今回は、実数にて記載。

＊基準値は２０１３年度～２０１５年度の平均値とした。
＊１．電力のＣＯ2 発生量については、
　　　四国電力の調整排出係数０．６６９（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用した。
　　　（四国電力発表平成２７年度実績に基づく）

＊２．組織本来の取組
　　　　　①環境負荷の少ない環境配慮工法の提案をする。
　　　　　②作業の効率化を図るため、着手前に施工検討会を実施する。
　　　　　③事務所周辺の道路等の清掃活動を毎月１回実施する。
　　　　　④清掃ボランティアへの参加（年１回）
○コメント

組織本来の取組④ ＊２ 建築団体主催の河川清掃ボランティアに参加。（6/23）

組織本来の取組① ＊２

組織本来の取組③ ＊２

グリーン購買の推進 新社屋用のエアコンとトイレ、玄関タイル等とエコカレンダーの購入をした。

新築住宅設計の際、太陽光発電システムの提案を４件行った。

毎月朝礼後に実施するので、参加しやすく、続けられている。

組織本来の取組② ＊２ 工事着手前に、施工検討会を実施した。

二酸化炭素の削減

産業廃棄物排出量の削減

一般廃棄物排出量の削減

水総使用量の削減

公共工事現場で大きい現場があり、産業廃棄物の排出が増加し、目標未達となっ
た。ただし、削減に対する意識は持って、全員活動できている。

可燃ごみ、用紙類の項目が削減され、目標達成となった。

漏水と事務所解体時の水使用で、増加となり、目標達成できなかった。

事務所の電気使用量は、変わりなかったが、公共工事現場での電気使用が大幅
増加の要因となった。
ガソリンの使用量の変化はあまりなかった。

△：ほぼ達成（達成率　８０％以上）　
×：未達 （達成率　８０％未満）     　

作成日：２０１８年８月１日

○：達成（削減率がマイナス時）　　　
△：ほぼ達成（削減率が＋５％未満）
×：未達 （削減率が＋５％以上）     

○：達成（達成率　１００％以上）　　　
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6．環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容
　　　　　　作成日：２０１７年７月１日

【環境活動計画／実績表】

○取組期間　２０１７年　７月　～　２０１８年　６月

目標

電気使用量の削減 基準値比

2%削減 ②ノー残業推進

基準値比

2%削減

産業廃棄物の削減 基準値比

2%削減 ②ごみの分別の徹底

③段ボールは古紙回収業者へ

一般廃棄物の削減 基準値比 ①コピー機使用前設定確認、使用後設定リセット

2%削減

③コピー･プリントの必要性を検討する

節水 基準値比

2%削減

グリーン購入

37品目 ②再生材料で作られた商品を優先的に購入

③カーボンオフセット付き商品を優先的に購入

①環境負荷の少ない環境配慮工法の提案をする

4件

組織本来の 事業活動における

取組 環境配慮 実施率 ③事務所周辺の道路等の清掃活動を毎月１回

100%

④清掃ボランティアへの参加（年１回）

小西宏②作業の効率化を図るため、着手前に施工検討会を

　実施する

久保一樹　実施する

具体的実施項目 実施責任者

グリーン購入

①エコマーク付きの商品を優先的に購入

長尾真由美

廃棄物

久保一樹

長尾真由美②ミスコピーの削減

水使用量

①日常的な節水の励行

長尾真由美②節水ポスターの掲示と呼び掛け

③蛇口をこまめに閉める

①建設資材発注時に使用数量を再チェックし、残余資材
の廃棄を抑制

二酸化炭素

①不要な照明の消灯

長尾真由美

③休日出勤の抑制

ガソリン・軽油使用
量の削減

①運転マナーの向上

久保一樹②車輛点検を毎月実施

③整理整頓を行い、不要な物は載せない

〈　環境活動計画　〉



　　　　　　総合評価日：２０１８年８月１日

2017 2018

7～9 10～12 1～3 4～6

①不要な照明の消灯 △ ○ ○ △ △

②ノー残業推進 ○ ○ ○ △ △

③休日出勤の抑制 △ △ △ ○ △

①運転マナーの向上 ○ ○ ○ ○ ○

②車輛点検を毎月実施 ○ ○ △ ○ △

③整理整頓を行い、不要な物は載せない ○ △ ○ ○ △

①建設資材発注時に使用数量を再チェックし、

　　残余資材の廃棄を抑制

②ごみの分別の徹底 ○ ○ ○ ○ ○

③段ボールは古紙回収業者へ ○ ○ ○ ○ ○

①コピー機使用前設定確認、使用後設定リセット ○ ○ ○ ○ ○

②ミスコピーの削減 △ ○ ○ △ △

③コピー・プリントの必要性を検討する ○ ○ ○ ○ ○

①日常的な節水の励行 ○ ○ ○ △ △

②節水ポスターの掲示と呼び掛け ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

①エコマーク付きの商品を優先的に購入 ○ ○ ○ ○ ○

②再生材料で作られた商品を優先的に購入 ○ ○ ○ ○ ○

③カーボンオフセット付き商品を優先的に購入 ○ ○ ○ ○ ○

①環境負荷の少ない環境配慮工法の提案をする ○ ○ ○ ○ ○

②作業の効率化を図るため、着手前に

　施工検討会を実施する

③事務所周辺の道路等の清掃活動を

　　毎月1回実施する

④清掃ボランティアへの参加（年１回以上） － － － ○ ○

○：計画通り実施

△：一部出来なかった

×：出来ていない

○評価に対するコメントと次年度の取組内容

目的

二酸化炭素

作業所の状況により、休日出勤することがあった。

運転マナーは少し良くなってきている。

車両点検を毎月1日に、実施しているが、できていないことがあった。

産業廃棄物

一般廃棄物

コピー・プリントの必要性を検討することができた。

水使用量

グリーン購入

毎月１日の朝礼後、会社周辺の道路等の清掃活動を実施した。

建築団体主催の河川清掃ボランティアに参加。（6/23）

作業所において、騒音・振動を低減させる。

会社周辺の道路等の清掃活動を行う。

清掃ボランティアへの参加（年１回）

裏紙使用の推進。

節水ポスターの掲示。

節水の呼び掛け。

再生材料で作られた商品を優先的に購入。

環境負荷の少ない環境配慮工法の提案をす
る。

エコマーク付きの商品を優先的に購入。

車輛の燃費確認。

運転経路検討。

分別の徹底。

不要物の抑制。段ボールの個別回収。

プリント時の印刷設定の確認。

小西

長尾真

③蛇口をこまめに閉める

長尾真

評　　　　　　価

総合

○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

実施責任
者

長尾真

久保

久保

長尾真

○

残余資材の廃棄の抑制と分別を行い、段ボールの

個別回収を行った。

ミスコピーをあまり削減することができなかった。

節水ポスターの掲示、呼び掛けを行った。

久保

評価に対するコメント

○ ○ ○ ○

次年度の取組

冷暖房の使用期限を設定。

不要な照明消灯の徹底。

ノー残業の徹底。

エコ運転の実施。

廃
棄
物

産業廃棄物の
削減

一般廃棄物の
削減

組織本来の取
組②

組織本来の取
組①

組
織
本
来
の
取
組

事業活動にお
ける環境配慮

水
使
用
量

節水

グ
リ
ー

ン
購
入

グリーン購入

〈　実　績　表　〉

目的 具体的実施項目

二
酸
化
炭
素

電気使用量の
削減

ガソリン・軽油
使用量の削減

組織本来の取
組③

組織本来の取
組④

新社屋建設の際、グリーン購入適合商品のエアコン等を購入した。

使用していない部屋の照明の消し忘れがあった。

ノー残業デーを毎週水曜日に設定しているが、全員は守られていない。

車輛の整理整頓ができていないのと、不要なものを載せていたことがあった。

工事着手前に、施工検討会を開き、作業の効率化を図った。

新築住宅打合せの際、太陽光発電システムの提案を４件行った。



EA-１２－０１(00)

　　　　　　　　当社に適用される環境法規制等の遵守をチェックした結果、環境関連法規等への

　　　　　　　　違反はありませんでした。関係当局よりの違反訴訟などの指摘も過去3年間ありま

　　　　　　　　せんでした。

　　　　　　　　今後も定期的に遵守確認を行い、法規制から逸脱することのないように致します。

　　廃棄物処理法

　　建設リサイクル法

　　容器包装リサイクル法

　　オフロード法

　　建築基準法

　　香川県環境基本条例

　　高松市環境基本条例

　　作業所で同意するその他の要求事項

※　環境法規制等順守チェックリストより抜粋

遵守

７．環境関連法規制等の遵守状況の確認及び評価の結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　並びに違反、訴訟等の有無

法　　規　　制 遵守確認

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守



EA-１３(00)

■　定期見直し　（事業年度終了後）
□　臨時見直し

①環境関連法規等の遵守状況

②問題点の是正及び予防措置の状況

「二酸化炭素排出量の削減」「産業廃棄物排出量の削減」「水総使用量
の削減」の項目が目標未達でしたので、原因を究明し、公共工事
作業所の完了、新社屋への移転と共に改善できるとしました。
「二酸化炭素排出量の削減」「産業廃棄物排出量の削減」「水総使用量
の削減」の項目が目標未達でした。
活動計画は概ね実施されていますが「二酸化炭素」の部門は一部
できていませんでした。
①環境コミュニケーション（内部・外部）

外部からの苦情が２件あり、再発防止策を検討しました。
内部のコミュニケーションは、会議、打合せ等で情報交換ができています。

②環境関連法規等の動向他

　　特にありません。

目標未達の項目について、皆に周知し、来期は達成できるように話し合い
次年度の取組内容の実施を徹底し、改善します。

変更の必要性　　□有　■無

同方針にて取り組む。

変更の必要性　　■有　□無

新社屋移転に伴い、一年間統計を取り、二酸化炭素排出量について、
目標の変更を行う。
環境活動計画も変更する。

変更の必要性　　□有　■無
　　
　　なし

取組んでいく。管理責任者の変更を支障なく行っていく。
新社屋移転に伴い、電気・水使用量の削減に効果が出ることを期待して
いる。

変更の必要性の有無・指示事項など

８．代表者による全体の評価と見直し

代
表
者
に
よ
る
見
直
し

評価期間
評価実施日

　　違反・訴訟はありませんでした。

環境方針

環境目標・環境活動計画

その他

総　　括

周囲の変化の状況

２０１７年７月～２０１８年６月

未達目標に重点を置き、次年度取組みを実施していく。各人が意識して

2018年8月1日
環境管理責任者の報告及び改善への提案

見
直
し
に
必
要
な
情
報

環境管理責任者から
改善への提案、コメント

環境目標・環境活動計画の
達成状況

取組状況の評価結果

作成日：２０１８年８月１日



9.環境活動の紹介

二酸化炭素排出量の削減

[ノー残業デー（水曜日）の設定]

[休日出勤の抑制]

[車輛点検を毎月実施]



一般廃棄物の削減　[コピー使用前設定確認、使用後設定リセット呼掛け]

一般廃棄物の削減　[ゴミの分別の徹底]



水使用量　[節水]

事務所　1階

事務所　２階

現場事務所



グリーン購入

[植物油インキと

古紙パルプを配合した用紙

を使用したカレンダー購入]

[新社屋玄関ポーチ　グリーン購入法適合商品購入]

[新社屋内装床材　グリーン購入法適合商品購入]



組織本来の取組　[事務所周辺の清掃活動]

毎月１日の朝礼後に実施　８：００～８：１５

組織本来の取組　[環境負荷の少ない環境配慮工法の提案をする]


